
令和 5年 10月 11日 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…グループホーム 久米の家 

サービス種類…認知症対応型共同生活介護 

       共用型認知症通所介護 

会議開催日…令和 5年 9月 29日（金） 14時 00分～14時 30分まで 

開催場所…グループホーム 久米の家 ホール 

出席者 

事業所 3人 利用者 0人 

利用者家族 0人 地域代表者 5人 

松江市職員 1人 包括支援センター 1人 

知見を有する者 0人 その他（    ） 0人 

議事 

〇グループホームの防災について 

  現在、BCP計画を作成中だが、ご利用者様の日常生活を早く取り戻せる為に「被 

災前（備える＝防災）「72時間＝生き延びるために行動する」「72時間後＝生活 

を立て直し復興へ」の視点をパワーポイントを利用し発表する。防災用品の紹介 

や防災の決まり事を職員の誰が見てもわかるように可視化したり、避難方法を動 

画にとってマニュアル化したりなど職員全員で共有していく事を伝える。その上 

でご利用者の ADLを見える化し推進委員メンバーにも説明した。 

 

〇活動報告 

  ・現状報告 

    利用者 9名（女性 7名 男性 2名） 

    年 齢 平均 87.4歳 

    介護度 介護 1（2名） 介護 2（1名） 介護 3（3名） 

        介護 4（2名） 介護 5（1名） 平均 2.8 

    共用型通所 利用者 1名 78歳 女性 介護度 1 週 5日通い 

  ・ご利用者の状況 

    退所 1名（医療機関入院）新規ご入居 1名 

  ・行事等報告…パワーポイントで写真を使って発表する 

    誕生会  敬老会（敬老会料理） 日々のレク活動、作品作り 

  ・施設内研修 

    “介護職員新人研修” 

    “BCP計画にあたり勉強会” 

    “災害伝言ダイヤル訓練” 

    “ヒヤリハットについての話し合い” 

    “火災の避難訓練” 



  ・その他 

    介護職員 1名新型コロナウィルスに感染。5日間の自宅療養。感染が広がる 

    事はなかった。 

 意見交換 

「久米の家の防災について」 

・ 地域の方から、色々と防災について準備されているが行政でどういう形で各事業所

を援助しているかの質問が BCP 計画のひな型を提供という形で支援されている事

の意見交換があった。事業所も自分達で防災の事を調べるのが負担なく楽しく出来

た事を伝えた。 

  

・ 個人情報の事もあるが地域住民の方を今以上に把握して行き、災害時も含めお互い

にどう協力体制がとっていけるか今後の課題として行きたい旨を話した。 

 

「活動について」 

・ ご利用者の気持ちや希望にそって支援が出来ているという意見あり。 

 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。  

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  

 


